
令和５年度第８回教育研究評議会議事要録 

日  時  令和 5年 12月 13日（水）13時 30分 ～ 14時 15分 

場  所  第一会議室 

出 席 者  池田学長，藤井理事，吉澤理事，横田理事，鈴木理事，米田理事 

   藤原地域デザイン科学部長，杉山評議員 

   中村国際学部長，阪本評議員 

   加藤共同教育学部長 

   入江工学部長，古神評議員 

   山根農学部長，長尾評議員 

   湯上地域創生科学研究科長，松金副学長兼基盤教育センター長 

   長谷川副学長，平井副学長 

陪  席  溝口監事，冨田監事，天沼学長特別補佐，磯谷学長特別補佐，大森学長特別補佐 

議事に先立ち，学長から，令和５年度第７回教育研究評議会議事要録（案）を確認し，原案

のとおり承認した。 

［議 題］ 

１. 教員人事について

学長及び共同教育学部長から，資料 1-1に基づき，学術院（共同教育学部）助教のテニュア

付与選考に関する戦略企画本部会議における選考結果について説明があり，審議の結果，令和

６年１月１日付けでテニュア付与を可とすることを承認した。 

学長から，資料 1-2に基づき，学術院（共同教育学部）助教の採用に関する戦略企画本部会

議における選考結果について説明があった。 

次に，共同教育学部長から，資料 1-2に基づき，経歴及び業績等について説明があり，審議

の結果，令和６年４月１日から令和 11年３月 31日の任期で採用することを承認した。 

２. データサイエンス経営学部履修規程の制定並びに共同教育学部及び工学部履修規程の一部

改正について

吉澤理事から，資料２に基づき，データサイエンス経営学部履修規程の制定並びに共同教育

学部及び工学部履修規程の一部改正について説明があり，審議の結果，原案のとおり承認し

た。 

［報告事項］ 

１. 令和５年度「アカデミック・ハラスメント防止研修」の実施について

学長から，資料３に基づき，令和５年 12月 20日（水）から令和６年２月 19日（月）まで実

施する「アカデミック・ハラスメント防止研修」について報告があった。 

また，現在実施している「情報セキュリティ理解度チェック」の受講状況について報告があ

った。 

続いて，令和５年 11月 25日（土）に実施した，令和６年度国際学部学校推薦型選抜Ⅰにお

ける運営上のミスを踏まえ，今後，より一層の注意を払った上で，適正な入学試験運営の遂行

について依頼があった。 



なお，令和６年１月に実施する各学部教授会において，学長から，「アカデミック・ハラスメ

ント防止研修」を含めた各種研修の受講状況及び適正な入学試験運営の遂行について，改めて

説明する予定である旨報告があった。 

２. 令和６年度以降当面のオープンキャンパス日程について

天沼学長特別補佐から，資料４に基づき，令和６年度以降当面のオープンキャンパス日程に

ついて報告があった。 

また，令和５年 12月 16日（土）に実施する宇都宮大学進学相談・大学説明会の申込状況に

ついて報告があった。 

３. 「大学演習林等を有する農学系学部間における単位互換に関する協定書」及び「大学演習

林等を有する農学系学部間における単位互換に関する協定についての覚書」の締結について

農学部長から，資料５に基づき，「大学演習林等を有する農学系学部間における単位互換に関

する協定書」及び「大学演習林等を有する農学系学部間における単位互換に関する協定につい

ての覚書」の締結について報告があった。 

続いて，令和５年 11月 18日（土）に実施した農学部 100周年記念式典並びに令和５年 11月

30日（木）に実施した農学部附属農場新牛舎・管理棟竣工及び統合 40周年記念式典への協力に

ついて，謝辞があった。 

４. その他

学長から，共同教育学部長及び地域創生科学研究科長が，令和６年３月 31日で任期満了とな

ることに伴い，次期共同教育学部長候補者には加藤謙一教授を選考，次期地域創生科学研究科

長候補者には湯上登教授を指名した旨報告があった。 

続いて，令和６年の年頭挨拶については，動画での配信を予定している旨報告があった。 

横田理事から，令和５年 11月から令和６年１月にかけて実施している「UU論文セミナー

2023」について報告があった。 

阪本評議員から，キャンパス内における建物工事について，工事中であっても，当該建物で

教職員が業務している状況並びに工事に伴う騒音，粉塵及び塗装による化学物質等を考慮し，

計画的な工事を実施してほしい旨意見があった。 

続いて，教員人事に係る選考委員会の構成について，「評議員又は副学部長のうち，学長が指

名する者２名以上の委員」については，２名以上の必要性を再度見直しの上，適正な委員構成

について検討いただきたい旨意見があった。 

以上 


